
材料と材料費

材料とは，製品を製造するために消費される物品のことです。
この物品を製品製造のために消費したとき，つまり必要なときに作業現場

に出庫したとき，その消費高を「材料費」といいます。
▶材料の流れ

仕入先 倉　庫 作業現場
材料費の発生

材料費の分類

材料費は，特定の製品に対して直接に認識・計算されるか否かによって，
直接材料費と間接材料費に分類されます。
１　直接材料費――特定の製品に対して直接に認識・計算される材料費

素 材 費 
物理的な加工がされて，製品（たんす・机など）の主要な構成
部分となる物品の消費額
例：家具製造業における木材

原 料 費  
化学的な加工がされて，製品（ガソリンなど）の主要な構成部
分となる物品の消費額
例：石油精製業における原油

買入部品費 
外部から購入し，そのまま製品に取り付けられて製品の組成部
分となる物品（部品）の消費額
例：自動車製造業におけるタイヤ，計器類

1

2

材料費の計算

SECTION

1
材料費の計算図（計算過程）を押さえよう！合 格 の コ ツ

ó出庫 …… 保管している倉庫から払い出しされること用語
チェック26

本書を120％使いこなす方法
＼大原メソッドで合格へ！／

　資格の大原は，簿記検定でも合格実績はトップクラス！

　本書には，長年蓄積されたそのノウハウが詰め込まれています。

で，一番大事なと
ころがバッチリわ
かります！　ツボ
を押さえた効率的
な学習を。

合 格 の コ ツ

スッキリわかりや
すい図解が豊富！
イメージしながら
学習を進めましょ
う。

試験に出てくる
キーワードは太字
でわかりやすい！

用語
チェック

本文で説明していない馴
な

染
じ

みのない用語も
簡単な言葉で置き換えて理解できます！
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資　料

５月１日　前月繰越　A材料200kg　＠300円　60,000円
　　10日　A材料800kgを＠320円で掛購入した。
　　15日　A材料550kgを製造指図書No.8に出庫した。
　　20日　A材料300kgを出庫した。
　　31日　帳簿棚卸量　A材料　150kg

手　順
A　材　料

５/１ 前月繰越高 200kg
60,000円 ＠300円

５/10 当月購入高 800kg
256,000円 ＠320円

５/15 直接材料費 550kg
170,500円 ＠310円

５/20 間接材料費 300kg
93,000円 ＠310円

予定消費価格
で計算する！

　直接材料費（５月15日出庫分）　550kg×＠310円＝170,500円
　間接材料費（５月20日出庫分）　300kg×＠310円＝  93,000円

　次の取引の仕訳と材料勘定の記入を行いなさい。なお，実際消費量は継続
記録法，消費価格は先入先出法で計算する。
７月１日　前月繰越　C材料200kg　＠300円　60,000円
　　８日　C材料800kgを＠320円で掛購入した。
　　15日　C材料550kgを製造指図書No.10に出庫した。
　　20日　C材料350kgを間接材料として出庫した。
　　31日　帳簿棚卸高　C材料100kg

材　　　料
７/１　前月繰越　60,000

練 習 問 題 ３ － １ 解答p.211

問題文に「予定消費価格は○○円」と指示があれば，予定消費価格を
使用し，なければ実際消費価格を使用しましょう。

POINT !

34

　　　　など重要
度に合わせて簡潔
にまとめています。
試験で使えるテク
ニックも満載！

POINT ! NOTE !

MEMO !

　　　　　�本書の学習が終わったら，最新の予想�
問題をゲットしよう！　詳しくはp.ⅹへ

読者特典

　本書の活用ポイントを押さえて，最大限に使いこなし，最短ルートでの

合格を目指しましょう‼

つまずきやすいところは資格の大原講師が動画で解
説します！　あわせて要チェック！
視聴方法はp.ⅹでご確認ください。

セクションごとに
練習問題を出題！
何度も繰り返すほ
ど合格力はアッ
プ！　間違った箇
所は×マークなど
をつけて見直しに
役立てましょう。
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工業簿記の基礎

CHAPTER

1
このチャプターでは，工業簿記の基本を学びます。

とくに，原価の分類を確認しましょう。



工業簿記とは

簿記は，企業の業種によって「商業簿記」と「工業簿記」に大別されます。
「商業簿記」は３級でも学習した内容なので，イメージできるでしょう。
では，これら商業簿記と工業簿記にはどのような違いがあるのでしょうか。

１　商業簿記とは？

商社，商店，小売，卸売のような商品売買業の企業に適用される簿記が商
業簿記です。これら商品売買業は，「商

しょうひん

品」を仕入れ，それを販売して利益
を獲得することを目的とします。

２　工業簿記とは？

メーカーのような製造業の企業に適用される簿記が工業簿記です。製造業
は，材料を仕入れ，生産設備を利用して「製

せい

品
ひん

」を製造し，それを販売して
利益を獲得することを目的とします。

1

工業簿記と原価計算

SECTION

1
商業簿記と工業簿記との違いを押さえておこう！合 格 の コ ツ

製造活動を行うことがメーカーの特徴です。 
工業簿記は，製造活動を記録・計算することが 

最大の特徴です。

POINT !
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原価計算とは

商店で販売される「商品」の原
げん

価
か

は，仕入先からの請求書などによって把
握することができます。しかし，メーカーでは，生産された製品の原価はい
くらかを計算しなければなりません。
この「製品」の原価は，製品を製造するためにかかった金額（材料の代金，

人件費，電気代など）を計算することで把握できます。この計算手続きを「原
げん

価
か

計
けい

算
さん

」といいます。
原価がわからなければ，製品を売ったときにいくら儲

もう

かるのかもわかりま
せん。そのため，製品の原価を正確に計算することはとても重要なことなの
です。

▶商業簿記――たとえば，文房具ショップでは？

購買活動

外部活動 外部活動

商品 商品
販売活動

▶工業簿記――たとえば，自動車メーカーでは？

購買活動 製造活動

外部活動 内部活動

販売活動

外部活動

製品
（自動車）

材料
（鉄・タイヤなど）

2
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原価とは

「原
げん

価
か

」とは具体的に何でしょうか。
原価は，企業の経営活動に必要な費用であり，製造原価，販売費，一般管
理費に分類されます。これらの合計を「総

そう

原
げん

価
か

」といいます。
原価計算の中心は，製造原価の計算です。

製造原価
製品の製造にかかった
費用。工場で発生。

販 売 費

総原価

製品の販売にかかった
費用。営業所で発生。

一般管理費
企業全般の管理にかかっ
た費用。本社で発生。

原価計算は
ココ!!

製造原価の分類

製造原価は，必要に応じて「形態別分類」と「製品との関連における分類」
に大きく分かれます。この分類ごとに仕訳を行うため，とても重要です。

1

2

原　価

SECTION

2
原価の分類を押さえておこう！合 格 の コ ツ

「どこで発生したのか」が分類するポイントです。
POINT !
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１　形態別分類――どのような原価が生じたか？

製造原価は，どのような原価が生じたかにより，「材
ざいりょうひ

料費」，「労
ろう

務
む

費
ひ

」，
「経

けい

費
ひ

」に分類されます。以下が，もっとも基本的な分類です。

材料費�
製品の製造のために要した物品の消費高
例：素

そ

材
ざい

費
ひ

，買
かい

入
いれ

部
ぶ

品
ひん

費
ひ

，工
こうじょうしょうもうひんひ

場消耗品費など

労務費�
製品の製造のために要した労働力の消費高
例：賃

ちん

金
ぎん

，給
きゅうりょう

料，従
じゅうぎょういんしょうよてあて

業員賞与手当など

経　費�
製品の製造のために要した物品・労働力以外の消費高
例：機械減価償却費，電力料，ガス料金など

２　製品との関連における分類――直接的に認識・計算されるか否か？

製造原価は製品との関連によって，「製
せいぞうちょくせつひ

造直接費」と「製
せ い ぞ う か ん せ つ ひ

造間接費」に分
かれます。

製造直接費 製品に対して直接に認識・計算される製造原価
製造間接費 製品に対して直接に認識・計算されなかった製造原価

たとえば，工場でA型車とB型車を製造している自動車製造業の場合で
考えてみましょう。
１本3,000円のタイヤをA型車に４本取り付けた場合，A型車の材料費は

12,000円（3,000円×４本）と計算できます。このように，特定の製品に対して
消費額を直接的に計算できる

4 4 4

原価を「製造直接費」といいます。
一方で，工場全体の電気代が100,000円であった場合，A型車だけを製造

するためにいくらの電気代が発生したかは具体的にわかりません。このよう
に，特定の製品に対して消費額を直接的に計算できない

4 4 4 4

原価を「製造間接費」
といいます。

▶製造原価の分類
製品との関連による分類
製造直接費 製造間接費

形態別分類
材料費 ← モノの消費 直接材料費 間接材料費
労務費 ← 人件費 直接労務費 間接労務費
経費 ← 材料費・労務費以外 直接経費 間接経費

POINT !
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原価計算の手続き

原価計算は，原則的に３つのステップを経て行われます。なお，例外的に
第２段階の「部門別計算」は省略される場合があります。

▶原価計算の流れ

費目別計算 原則

例外

部門別計算 製品別計算

何が？ どこで？ どれに？

材料費

労務費

経　費

第１製造部門

第２製造部門

Ａ製品

Ｂ製品

第１段階 第２段階 第３段階

第１段階　�費目別計算…製造原価を材料費・労務費・経費に分類し，その消費額
を計算し，さらに製造直接費と製造間接費に分類測定します。

第２段階　�部門別計算…費目別計算で把握された原価が，どこで発生したのか，
または誰の責任で発生したのかを分類集計します。

第３段階　製品別計算…原価を一定の製品に集計し，製品の単位原価を計算します。

1

原価計算の手続き

SECTION

3
原価計算の流れを押さえておこう！合 格 の コ ツ
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製品別計算の種類

製品の生産方法はメーカーによってさまざまです。そこで，第３段階「製
品別計算」では，生産方法の違いによって「個別原価計算」と「総合原価計
算」のいずれかの方法を企業は採用します。

１　個別原価計算

顧客の注文に応じて製品を生産する個
こべつじゅちゅうせいさんけいたい

別受注生産形態（オーダーメイド）に
適用される原価計算が，個別原価計算です。
▶例

造船業 産業機械
製造業

建設業

２　総合原価計算

同じ規格の製品を大量に生産する大
たいりょうみこみせいさんけいたい

量見込生産形態に適用される原価計算
が，総合原価計算です。
▶例

石油精製業 製粉業 製紙業
衣料品
製造業 製菓業

2

 •個別原価計算→オーダーメイドで注文を受けてから作る企業が採用
 •総合原価計算→既製品を大量に作り，お店に卸す企業が採用　　

POINT !
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